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小田原で発見された日本新産ハラタケ目菌類

Pluteus romelliiキアシペニヒダタケ（新称）

高橋春樹

Haruki Takahashi: Pluteus romellii (Agaricales, Basidiomycetes), new to Japan, 

found in Odawara 

SUMMARY: Pluteus romellii (Agaricales, Basidiomycetes) was recorded for the first time in Japan. It was collected 

on dead fallen branches in lowland forests dominated by Castanopsis cuspidata var. sieboldii and Cornus controversa 

in Odawara-shi, Kanagawa-Prefl巴cture(central Honshu, Japan). 

小田原市で採集されたウラベニガサ属に属するハ

ラタケ目菌類について，Pluteusromelliiと同定され

たので報告する。本種はヨーロッパに分布すること

が知られているが，日本では未記録の菌である。標

本は神奈川県立生命の星 ・地球博物館の標本庫

(KPM-NC）に登録，収蔵されている。

Pluteus romellii (Britz.) Sacc., Syll.Fung.11 44. 1895 

キアシペニヒダタケ （新称）

肉眼的特徴 ：傘は径30-45mm，最初丸山形でのちほ

ぼ平開し， 中央部に脈状のしわを放射状に顕し，暗

褐色。肉は厚さ 2.5111111以下，白色無味無臭。柄は

50-70×4-9111111，上下同大または根元に向かつてや

や肥大し，ヰl空，表面は平滑またはやや繊維状，淡

黄色またはレモン色，根元は白色の毛に被われる。

ヒダはl幅6111111以下，肉色，やや密，隊生。

顕微鏡的特徴： 胞子は5-7×4.5-5μ m，亜球形，無

色，薄壁。担子器は40-57×l1-15 μ m，こん棒形，

2-3-4胞子性。縁、ンスチジアは25-50×8-16μ m，群

生し，こん棒形，無色，薄壁。 側シスチジアは50-

76(-94）×15-27 μ 111，こん棒形～紡錘形または小

のう形（utrifor111），無色，薄壁。傘の表皮は著しく

肥大した広こん棒形～頭状球形の末端細胞が子実層

状被を形成する。傘の表皮の末端細胞は4067×23-

40 μ m，細胞内に褐色の色素が存在する。傘実質

の菌糸は平列し， 細胞は円柱形で，無色。柄の表皮

は無色～淡黄色の円柱形の菌糸が平列し，柄、ンスチ

ジアはない。全ての菌糸はクランプを欠く。

供試標本神 奈川県小田原市入生田丸山，スダジイ，

ミズキを主な構成樹種とする広葉樹林内の腐木上に

散生，2000年4月23日，高橋春樹採集（KPM-
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NC0006555）。

本種はVellinga& Sclu・eurs ( 1985）の定義による

Pluteus sect. Celluloderma subsect. Eucellulodermini 

Sing.ex Sing. (Singer, 1986の分類では sti rps 

Lutescens）に属し，主な形態的特徴として， I）傘

表皮が球形～こん棒形の末端細胞のみからなる子

実層状被を形成する， 2）胞子が亜球形， 3）縁ー並

びに似ljシスチジアが紡錘形～小のう形（utrifor111),

4）柄が黄色を帯びるなどの形質を持つ。日本産の

標本は， Breitenbachand Kranzlin (1995), Orton 

(1986), Vellinga (1990）らの記述によるヨーロツ

パ産のPluteusromelliiとよく一致する。同じく ヨー

ロッパ産のPluteussplendidus Pears.は主に傘の色合

いによって前種と異なるが，両種を区別しない研

究者もいる（例えばVellinga,1990）。南米産の

Pluteus globiger Sing. & Digilio (Singer & Digilio, 

1952), Pluteus xanthopus Sing.(Singer, 1958), Pluteus 

.flammipes Horak (Hoiak, 1964）の三種はP.1 omellu 

に最も近縁と思われるが， Pglobigerは黄色地に褐

色を帯びた傘と肥大した円柱形の縁シスチジアを

形成しPxanthopusは厚壁の縁シスチジアを有しP

.flammipesはヒダと柄が燈赤色を帯びる。
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図1 キアシベニヒダタケ Pluteusromel!ii A：傘の表皮の末端細胞， B 胞子，C：縁シスチジア， D.f)!ljシスチジア ス
ケーノレ ：l0 μ m. 
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図2 キアシペニヒダタケ Pluteusromellii A B：成熟した子実体＇ c ・ 1仰の根元p D：傘の表面．
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